




































19万 1,481人(内、首都ウィーンに 17万 6,034人)のユダヤ人(=ユダヤ教徒)
が暮らしていた。この数は、1938年 3月のアンシュルス (Anschluss: ドイツ
軍の侵攻によって達成されたドイツとオーストリア第一共和国の合邦) までに
幾分減少している。公式統計資料によれば、アンシュルス時点で、登録ユダヤ















12万 8,500人が Eichmann の介入後、国外亡命を余儀なくされた。かれらが














の著名な芸術家 Alfred Hrdlicka (1928年ウィーン生まれ) が7)、アンシュル
ス 50周年を記念して、オペラ座の裏手にあるアルベルティーナ広場 (Alber-


























ボル的存在である Simon Wiesenthal (当時 86歳)9) が、1994年の年末から
95年年頭に放送されたラジオ番組のなかで、Hrdlicka のユダヤ人像を撤去し、
これに代わる新たなユダヤ人迫害警鐘碑の作成を訴えたのである。この訴えに、
社会民主党 (SPÖ) のウィーン市長 Michael Häupl が賛同したことによっ
て、ここにあらたなホロコースト警鐘碑建設計画が誕生することになった。
当初、Wiesenthal は、ナチスによって殺害された 6万 5,000人のユダヤ人
殉難者全員の名前を刻印した石壁の作成を意図していたとされるが、「オースト







ウィーンに最初のユダヤ人が居住したとされるのは 12世紀の末頃である。  当
時のユダヤ人は、都市に定住するためには、時の為政者に金を支払い、その見
返りにユダヤ人保護状 (Judenschutzbriefe) を発行して貰う必要があったが、






















なユダヤ人達は、1421 年 3 月 12 日、現在のウィーン 3 区のエルトベルク







ム・グローセン・ヨルダン (Haus zum grossen Jordan)」である。1421年
45オーストリアにおける迫害の記憶 (1)
当時、この建物は、Hocz という名前のユダヤ人に属していたが、1427年に



















Lessing のブロンズ像である。とは言っても、これは 1968年に Siegfried
Charoux の手によって作られた二代目の銅像が、1982年に、ユダヤ人広場の
本来の位置に戻されたものである。話は少々複雑だが、初代の銅像は、同じく




















それは、Valie Export、Karl Prantl、Zbynek Sekal、Heimo Zobernig (以
上、オーストリア)、Zvi Hecker (イスラエル)、Clegg & Guttmann、Peter
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こうした動きに連動する形で、建築家 Hans Hollein を長とする国際審査
委員会も結成された。他の審査委員会メンバーは、ウィーン市長 Michael
Häupl をはじめ、発起人の Simon Wiesenthal、ウィーン市文化参事官 Ursula
Pasterk、ウィーン市都市計画参事官 Hannes Swoboda、「ユダヤ文化協会」
Sylvie Liska、「ベルリン・ユダヤ博物館」館長 Amon Barzel、「ニューヨー
ク現代美術館」館長 Robert Storr などであった20)。






術家 Rachel Whiteread (1963年ロンドン生まれ)の作品を候補作に選出した。
彼女の作品のモティーフは、「ユダヤ人を本(=知性)の民」と規定したもので、
具体的には、「喪失感や空虚さ」を表すデザインとして、コンクリート製の箱型





















































の NPO 団体「追放ユダヤ人支援サービス (Jewish Welcome Service)」の












者 Hrdlicka からの反論もあった。彼は、Whiteread の作品プランをこの「醜
悪な警鐘碑 (= Hrdlicka 発言)」は、いずれにしても、自分と自分の作品に対
する中傷として受け取っていた29)。Hrdlicka 以外にも、芸術的観点から
Whiteread の作品を批判する声もあった。1996年 7月、オーストリア人画家


















に解決に向かった。1998年 3月 3日、ウィーン市長の Häupl と当時の市文
















や絶滅収容所の名前が刻印(アルファベット順に Auschwitz から Zamosc ま
で)されている。
広場北側の角のユダヤ人広場 8番地の通称 “ミスラヒ・ハウス (Misrachi-
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